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生体腹 遼主性
弐勤匂

｀‘イ7-£.デル
受勤輸送 能勤蛉送 サ）ウム柑ン7゜

遠択約蕊過性 エント‘ すイト—‘ンス
② 

能動輸送によ ＇）諭逆これたク｀I Iレコ
ーズの細胞内濃度は血管側よリ品

濃度となリ、血管側に受勤輸送に
より排出さ火るため。

変わらな I) 2位になぺ l) る
I、 0 X 10-? 

腿水性 ：二更層

恒幣仕 組織‘ 液 脳幹
体表面の血汎量が‘ 戚少して血液か
ら追 Iす

‘
る熱量ぶ戚少するがら。・

日和見感染 蓬勁神、径
ハ‘‘ ソ 70 しシン 単吸店し

血液 ヲンゲル 1 ヽンス島
視床下部が神経分炭細胞て、 ポ｝レモ
ンバ‘合威され 、 月治下垂体後柔（こ伸
O'‘t，末端がら直接分泌される。

L 地球温暖叱 温望初泉
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I □鉢:£ポー血昆冒0
ビン

2 四友揺遠
: l MVHLl

7 E V 
ミオ ‘ンンフィラメント 函命去

男性て‘‘ lcJ:.'I,..染色体が
‘
一つレがな（）

ため、遠伝るに変累t:/\ヽ、 あると正常
な‘ン'‘ストロフィン勺ンハ゜ 7競h\‘‘ 産
生これ々いため。

/76 J砂
3のイ音数
ミトコギリ7 魂緑体
細胞内共生 ATP 中立追心
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総生産昼 呼嗅董 威長量
不麻低排糾邊 同化堂

器ェネ叶‘- /3.3 

窒嚢固定 硝酸 成窒 ． 

皇食朋粕 雷
;-
7 ． 

I) ． 

ィ¢疇緯 4H;-

● | 1

． ．

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

2月7日　生物
（注意事項）
・示した解答はあくまで一例であり、解答例以外も正答とすることがあります。
・公開している文書・画像等のコピー・転載は禁止します。

立命館大学／立命館アジア太平洋大学


